
 

世界遺産（ワールドヘリテージ）をめぐる旅が人気となり、地域の自然遺産や文化遺産が見直されて

います。特に、1971 年にフランスで提唱された「エコミュージアム」という考え方は、地域全体の魅力的

な自然遺産や文化遺産を「まるごと博物館」と見立てて、市民による生涯学習まちづくりの手法として

全国に広がっています。 

なかでも、20 年にわたり文化財保存運動を展開してきた「館山まるごと博物館」の取り組みは、実践

的なモデル事例として各方面から注目されています。房総半島南部の地域像を見つめ直してみると、

海を通じて先人たちが培った〝平和･交流･共生〟の精神が見えてきます。「館山まるごと博物館」で

はこれをまちづくりの理念として、文化遺産の保存・活用を呼びかけてきました。この活動は、地域住民

の誇りと絆を育むとともに、共通の歴史をもつ地域間の連携として、広域「まるごと博物館」のまちづく

り交流に発展しています。 

少子高齢化がすすむ地域社会において、「館山まるごと博物館」の取り組みは何をもたらし、どんな

未来を創造することができるのでしょうか。広く世界を見てきたエコミュージアムの研究者や博物館の

学芸員の話を伺いながら、その可能性と課題を探り、ともに話し合いましょう。 

  



 

 

                                              


